
　
平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
や

日
本
各
地
で
多
く
の
人
命
や
家
屋

へ
の
被
害
な
ど
を
も
た
ら
し
た
令

和
３
年
の
８
月
豪
雨
な
ど
、
毎
年

の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
り
、
避

難
時
の
感
染
症
対
策
も
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
自
然
災
害
・
原
子
力
災
害
へ

の
備
え
や
、
災
害
時
の
情
報
収
集
、

被
害
が
発
生
し
た
と
き
の
対
応
な

ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
の
が
災
害
。
皆
さ
ん
の

命
と
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（　 ☎㉓㉓２１３０）

特 集 1　備えあれば憂いなし〜防災について考える〜

↑昭和 42 年７月９日の集中豪雨では、旧市役所（現在の大坪コミュ
ニティセンターグラウンド）前の水位が瞬く間に２ｍに達しました ↑災害対策本部会議で災害の発生状況などの情報を共有

年１回の防災パトロールでは関係機関が集まり、年１回の防災パトロールでは関係機関が集まり、災害危険箇所や防災対策を実施した箇所などを確認します災害危険箇所や防災対策を実施した箇所などを確認します（令和３年５月 17 日撮影）（令和３年５月 17 日撮影）

防 災 特 集防 災 特 集
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自
然
災
害
へ
の
備
え

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
災
害
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
準
備

や
心
構
え
が
必
要
で
す
。
突
然
起

き
る
災
害
に
慌
て
ず
に
済
む
よ

う
、
備
え
て
お
く
べ
き
主
な
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
雨
ど
い
や
側
溝
を
掃
除
し
て
、

水
の
流
れ
を
良
く
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
壁
や
塀
な
ど
に

破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

確
認
し
、
不
都
合
が
あ
れ
ば
修
理

や
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
崩
れ
や
す
い
崖
な
ど
、
家
の
周

り
の
危
険
箇
所
を
調
べ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
避
難
所
【
表
１
】
や
避
難
経
路
、

家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き

の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
雨
の
日
を
利
用
し
て
、

事
前
に
水
の
流
れ
な
ど
を
把
握
し

た
り
、
水
没
し
や
す
い
道
路
や
、

少
し
の
雨
で
も
水
か
さ
が
増
す
川

な
ど
を
確
認
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
毎
年
、
全
国
の
ど
こ
か
で
発
生

し
て
い
る
豪
雨
や
台
風
、
地
震
な

ど
の
大
規
模
な
災
害
。

　
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る

と
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
、

道
路
の
寸
断
に
よ
り
物
流
が
機
能

し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
最
低
で
も
３
日

分
、
で
き
れ
ば
１
週
間
分
程
度
の

食
料
や
水
な
ど
を
家
庭
で
備
蓄
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
危
険
が
差
し
迫
っ
た
場
合

に
速
や
か
に
避
難
す
る
た
め
、
自

身
に
必
要
な
１
日
分
以
上
の
食
料

や
水
な
ど
を
非
常
持
出
品
と
し
て

リ
ュ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
お
き
、
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
備
蓄
品
の
例

飲
料
水
、
粉
ミ
ル
ク
、
衣
類
、

毛
布
、
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル

除
菌
剤
、
体
温
計
な
ど

食
品
は
、
ふ
だ
ん
食
べ
る
レ
ト

ル
ト
食
品
や
カ
ッ
プ
麺
な
ど
を

多
め
に
買
い
、
消
費
し
た
ら

そ
の
分
を
補
充
す
る
と
い
う

『
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
』
で

備
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
非
常
用
持
出
品
の
例

飲
料
水
、
食
料
品
（
カ
ッ
プ
麺
、

缶
詰
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）、

常
備
薬
、
貴
重
品
、
マ
ス
ク
な
ど

家
の
周
囲
の
点
検
と
整
備

避
難
所
な
ど
の
確
認

食
料
の
備
蓄
と
非
常
用
持
出
品

Disaster preventionDisaster prevention

１

危険を感じたら 早めの避難と連絡を危険を感じたら 早めの避難と連絡を

町・地区 指定避難所 指定緊急避難場所

伊万里
伊万里コミュニティセンター ２３−９９８８ 伊万里小学校 ２３−４１２８ 伊万里小学校グラウンド

啓成中学校グラウンド啓成中学校 ２２−３６００

牧　島 牧島コミュニティセンター ２２−５７８３ 啓成中学校 ２２−３６００
牧島小学校グラウンド
啓成中学校グラウンド

大　坪
大坪コミュニティセンター ２３−９８９８ 大坪小学校 ２３−６１４８

大坪小学校グラウンド、国見台公園
伊万里中学校 ２３−４１５８

立　花
立花コミュニティセンター ２０−４５６７ 立花小学校 ２３−２１００

立花小学校グラウンド、国見台公園
同和教育集会所 ２２−７４６２

大川内 大川内コミュニティセンター ２３−２７７４ 大川内小学校 ２３−２５４２ 大川内小学校グラウンド

黒　川 黒川コミュニティセンター ２７−０００１ 青嶺中学校 ２７ー００５３
東黒川運動広場
青嶺中学校グラウンド

波多津
波多津コミュニティセンター ２５−０００１ 波多津小学校

校舎 ２５ー００６４ 波多津小学校駐車場
青嶺中学校グラウンド青嶺中学校 ２７−００５３

南波多 南波多コミュニティセンター ２４−２００１ 南 波 多ミ ニ ス
ポーツ会館 ２４ー２００１ 旧南波多中学校グラウンド

大　川
大川コミュニティセンター ２９−２００１ 大川小学校 ２９ー２００５ 大川小学校グラウンド

東陵中学校グラウンド東陵中学校 ２６−２０１２ 大川体育館 ２９ー２００１

松　浦
松浦コミュニティセンター ２６−２００１ 松浦小学校 ２６ー２０５０ 松浦小学校グラウンド、東陵中学校グ

ラウンド、松浦運動広場東陵中学校 ２６−２０１２

二　里
二里コミュニティセンター ２３−３０２４ 二里小学校 ２３ー３４６３

国見中学校グラウンド、国見台公園
国見中学校 ２３−５１９５ 国見台体育館 ２３ー２６３２

東山代
東山代コミュニティセンター ２８−０００１ 東山代小学校 ２８ー００２４ 東山代小学校グラウンド、国見中学校グ

ラウンド、旧滝野小中学校グラウンド国見中学校 ２３−５１９５ 夢耕房たきの ２８ー０００１

山　代
山代コミュニティセンター ２８−２００１ 山代東小学校

体育館 ２８ー２００９ 山代西小学校グラウンド、山代中学校
グラウンド、浦ノ崎運動広場、伊万里
湾大橋球技場グラウンド山代西小学校 ２８−３０１５ 山代中学校 ２８ー２０２６

■避難するときの注意
▷大雨警報発表時など、災害が発生する恐れがある場合は、各コミュニティセンターに市職員が待機しています。避難する

場合は、まずコミュニティセンターに避難してください。避難所は住んでいる地区に限らず、どこの避難所に避難しても
かまいません。

▷コミュニティセンター以外の指定避難所は、休日や夜間などに無人となることがあります。事前に防災危機管理課に電話
するか、市のホームページで確認のうえ避難してください。

▷指定緊急避難場所としている小・中学校のグラウンドなどは、突発的に大規模な災害が発生し、市の災害対策本部から指
示があるまでの間、一時的に避難する場所です。

【表１】確認を！　いざという時の 指定緊急避難場所・指定避難所一覧表
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特 集 1特 集 1　　備えあれば憂いなし備えあれば憂いなし

原
子
力
災
害
へ
の
備
え

　
市
で
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所

の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、市
内
全
域
が
佐
賀
県
か
ら
『
緊

急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
）』
の
指
定
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
原
子
力
災
害
避
難
計

画
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
避
難
先

▽
す
べ
て
の
市
民
は
、
玄
海
原
子

力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏
外
の
市

町
に
避
難
し
ま
す
。

▽
自
治
会
ご
と
に
同
一
の
避
難
所

（
地
域
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
方
法

▽
原
則
と
し
て
自
家
用
車
を
利
用

し
て
避
難
し
ま
す
。

▽
自
家
用
車
で
の
避
難
が
で
き
な

い
人
は
、
近
所
の
人
の
車
に
乗

り
合
わ
せ
る
か
、
市
が
指
定
す

る
集
合
場
所
に
集
合
し
、
市
公

用
車
、
県
が
手
配
す
る
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
、
自
衛
隊
の
車
両
な
ど

を
利
用
し
ま
す
。

　
避
難
経
路

▽
主
要
避
難
経
路
（
幹
線
道
路
）
を

通
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

▽
主
要
避
難
経
路
か
ら
避
難
所

（
施
設
）
ま
で
の
間
の
誘
導
は
、

警
察
や
避
難
受
け
入
れ
先
市
町

の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
避
難
計
画
に
基
づ

く
各
町
・
地
区
の
避
難
所
は
、『
伊

万
里
市
原
子
力
防
災
の
て
び
き
』

に
記
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

　
市
で
は
、
災
害
時
や
緊
急
時
に

市
民
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を
迅
速
に

伝
え
る
た
め
に
、
平
成
30
年
６
月

か
ら
市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線

の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
伝
達
手
段
で
も
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
可

能
な
手
段
を
活
用
し
、
身
を
守
る

た
め
の
積
極
的
な
情
報
収
集
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
原
子
力
災
害
避
難
計
画
の
概
要

市
民
の
避
難
所

１ 

防
災
行
政
無
線

【表２】防災行政無線のサイレン（警報音）パターン

※１　警戒レベル５は必ず発令する情報ではありません。
※２　避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令することになります。
※３　警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を

　　感じたら自主的に避難するタイミングです。

警戒
レベル 状　況 住民が取るべき行動 避難情報等

５ 災害発生または
切迫

命の危険
直ちに安全確保!

緊急安全確保
※１

《警戒レベル４までに必ず避難！》

４ 災害のおそれ高い 危険な場所から
全員避難 避難指示※２

３ 災害のおそれあり 危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者等避難
※３

２ 気象状況悪化 自らの避難行動
を確認

大雨・洪水・
高潮注意報

１ 今後気象状況悪化
のおそれ

災害への心構え
を高める 早期注意情報

　
防
災
行
政
無
線
と
は
、
災
害
時

や
緊
急
時
に
、
避
難
指
示
な
ど
の

重
要
な
情
報
を
、
屋
外
拡
声
子
局

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
や
戸
別
受
信

機
な
ど
か
ら
迅
速
に
知
ら
せ
る
無

線
放
送
施
設
で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
か
ら
は
、
災
害

関
連
情
報
と
行
政
関
連
情
報
が
放

送
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
民
の

身
体
や
生
命
に
関
わ
る
重
要
な
情

報
を
中
心
に
、
緊
急
性
の
高
い
情

報
を
放
送
し
ま
す
。

　
機
器
の
動
作
確
認
の
た
め
、
時

報
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区

に
よ
っ
て
放
送
時
間
が
異
な
り
ま

す
が
、
昼
に
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
の
鐘
』、
夕
方
に
『
伊
万
里

讃
歌
』
を
放
送
し
ま
す
。

　
屋
外
拡
声
子
局
か
ら
時
報
が
放

送
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い

た
と
き
は
、
防
災
危
機
管
理
課
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、【
表
２
】
の
よ
う
に
緊
急

情
報
ご
と
に
サ
イ
レ
ン
（
警
報
音
）

を
決
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
避
難
に
関
す
る
情
報
は
、

避
難
情
報
の
種
類
に
応
じ
た
パ

タ
ー
ン
と
し
、
迅
速
に
身
を
守
る

行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
運
用
し
て

い
ま
す
。

２

災
害
時
や
緊
急
時
の

情
報
伝
達
手
段

３

【警戒レベル５】

緊急安全確保

３秒吹鳴 （サイレン４回）

２秒休止

【警戒レベル４】

避 難 指 示

５秒吹鳴 （サイレン３回）

２秒休止

【警戒レベル３】

高齢者等避難

８秒吹鳴 （サイレン２回）

２秒休止

上 記 以 外 の

緊 急 情 報
10 秒吹鳴 （サイレン１回）

※サイレン（警報音）のあとに、緊急情報を伝えます。
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Disaster preventionDisaster prevention

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内

容
は
、『
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
』

で
も
配
信
し
ま
す
。

　
登
録
は
、
左
の
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
読
み
取
り
、
登
録
サ
イ
ト
に
進

ん
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
読
み
取
れ
な
い

場
合
は
登
録
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス

（h
ttp

://esam
.jp

）
を
直
接
入
力

す
る
か
、『
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ

ん
』
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
の
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
緊

急
情
報
を
、
事
前
に
登
録
し
た
電

話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
同
時
に
配

信
し
ま
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
防
災
危

ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
可
能
な

手
段
を
活
用
し
、
身
を
守
る
た

め
に
積
極
的
な
情
報
収
集
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
戸
別
受
信
機
の
貸
与

　
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

の
貸
与
は
、
次
の
人
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
へ
の
申
請

が
必
要
で
す
。

▽
駐
在
員
（
区
長
）

▽
消
防
団
幹
部
団
員

▽
聴
覚
障
が
い
者

　
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

聴
覚
障
が
い
者
（
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
ま
で
に

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
と
き
や
再
度
放
送

を
聞
き
た
い
と
き
に
は
、
専
用
の

電
話
番
号
（
㉓
２
１
６
９
）
に
電

話
を
か
け
る
と
、
放
送
内
容
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
伊
万
里

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
西
海

テ
レ
ビ
）
に
加
入
し
て
い
る
家
庭

で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
で
、
避
難
指
示

な
ど
緊
急
性
が
高
い
情
報
を
放
送

す
る
場
合
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

を
併
せ
て
配
信
し
ま
す
。

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
特
定
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
区

域
を
特
定
し
て
メ
ー
ル
を
配
信
し

ま
す
。

　『
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
』
は
、

佐
賀
県
が
防
災
・
安
全
・
安
心
に

関
す
る
情
報
を
配
信
す
る
無
料
の

登
録
制
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。

機
管
理
課
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
か

ら
配
信
す
る
緊
急
情
報
を
確
認

す
る
方
法
が
限
ら
れ
て
い
る
次

の
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
（
障
が

い
等
級
問
わ
ず
）

●

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
（
障
が

い
等
級
問
わ
ず
）

●

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
人

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
よ
く

聞
く

　
近
年
の
住
宅
は
、
気
密
性
が
向

上
し
て
い
る
た
め
、
防
災
行
政

無
線
の
放
送
が
始
ま
っ
た
ら
、

窓
を
開
け
る
な
ど
聞
き
取
り
や

す
い
状
態
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
聞
き
逃
し
た
場
合
は
、
電
話
応

答
装
置
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

②
積
極
的
な
情
報
収
集

　
避
難
情
報
な
ど
、
災
害
時
に
は

防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
配
信
さ
れ

災
害
時
や
災
害
が
起
こ
り
そ

う
な
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い

↑防災ネットあんあん
の登録はこちらから

２ 

電
話
応
答
装
置

３ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

４
携
帯
電
話
会
社
の
緊
急

　 

速
報
メ
ー
ル

５ 

防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん

　 

（
登
録
メ
ー
ル
）

６ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

７ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
緊
急

　 

情
報
配
信

認
定
さ
れ
た
人
）
に
、
文
字
表

示
機
の
付
い
た
戸
別
受
信
機
を

貸
与
し
ま
す
。

▽
難
聴
地
区
世
帯

　
屋
外
拡
声
子
局
の
放
送
が
届
か

な
い
難
聴
地
区
に
住
ん
で
い
る

世
帯
に
貸
与
し
ま
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
防
災

危
機
管
理
課
で
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

※
電
波
の
受
信
状
態
に
よ
っ
て
は

外
部
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
外
部
ア
ン
テ
ナ

の
配
線
工
事
で
は
住
宅
に
穴
を

あ
け
た
り
、
取
付
金
具
を
設
置

し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

７月９日は７月９日は『市民防災の日』『市民防災の日』

　市は、昭和 42 年７月９日の大水害を教訓

と し、 そ の 記 憶 を 風 化 さ せ な い た め に、 ま

た、地域や家庭などにおいて一人一人に防

災意識を高めてもらうとともに、市と市民

全 体 で 防 災 対 策 を 行 っ て い く た め、 ７ 月

９ 日 を『 市 民 防 災 の 日 』 と 定 め て い ま す。

　市民防災の日にあわせて、市民ロビーで大水

害の写真や防災グッズなどを展示します。この

機会に、わが家の防災対策などについて、家族

で話し合いましょう。

使おう！　気象庁『キキクル』使おう！　気象庁『キキクル』
　気象庁の『キキクル』では、大
雨による土砂災害や浸水害、洪水
害の危険度を地図で確認できます。
大雨警報や洪水警報が発表された
ときなどに、利用してください。

『キキクル』はこちらから↑

62022.6広報伊万里



特 集 1特 集 1　　備えあれば憂いなし備えあれば憂いなし

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
も
っ
と
も

有
効
な
手
段
は
、
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
て
い
る
状
況
で
の
避
難

の
あ
り
方
を
知
り
、
自
身
や
家
族

の
避
難
に
つ
い
て
、
事
前
に
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
下
に
あ
る
今
、
避
難
所
へ

の
避
難
を
た
め
ら
う
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ

て
も
、
災
害
時
に
は
命
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
に
、
危
険
な
場
所
に

い
る
人
は
、
迷
わ
ず
避
難
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
は
必
ず
し
も
避
難
所
へ
行

く
こ
と
で
は
な
く
、
安
全
な
親
戚
・

友
人
の
家
へ
の
避
難
や
、
自
宅
が

土
砂
災
害
、
浸
水
の
恐
れ
が
低
い

場
合
は
、
在
宅
避
難
と
い
う
選
択

も
あ
り
ま
す
。

▽
分
散
避
難

避
難
所
が
過
密
状
態
に
な
る

と
、
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

可
能
な
場
合
に
は
、
近
隣
の
安

全
な
地
域
に
住
ん
で
い
る
親
戚

や
友
人
の
家
な
ど
、
指
定
避
難

所
以
外
の
場
所
へ
避
難
す
る
こ

と
を
事
前
に
検
討
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▽
在
宅
避
難

住
ん
で
い
る
地
域
の
危
険
箇
所

を
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
事
前
に
確
認
し
て
、
自
宅
で

の
安
全
確
保
が
で
き
る
人
は
、

感
染
を
避
け
る
た
め
、
指
定
避

難
所
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
避
難

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▽
車
中
泊

土
砂
災
害
や
浸
水
の
危
険
性
が

低
い
地
域
な
ど
の
安
全
な
場
所

で
、
一
時
的
に
車
の
中
で
過
ご

す
車
中
泊
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
定
期
的
な
運
動

や
換
気
を
行
う
な
ど
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

※
車
で
移
動
す
る
途
中
で
、
浸
水

な
ど
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
避
難
先
ま
で
の
経
路

に
、
浸
水
な
ど
の
危
険
性
が
な

い
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク

避
難
所
に
入
る
場
合
は
、
体
温

計
で
検
温
す
る
な
ど
、
体
調
を

確
認
し
て
、
不
安
が
あ
る
と
き

は
、
指
定
避
難
所
の
運
営
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
体
温
計
や
マ
ス
ク
は
各
家
庭

で
、
避
難
所
に
持
参
で
き
る
よ

う
に
、
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
徹
底

指
定
避
難
所
へ
避
難
し
て
き
た

と
き
は
、
断
水
な
ど
の
影
響
が

な
け
れ
ば
、
頻
繁
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

特
に
、
多
く
の
人
が
接
触
す
る

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に
触
れ
た
と
き

は
、
手
洗
い
や
手
指
を
消
毒
す

る
な
ど
し
て
、
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
し

て
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
十
分
な
換
気
と
ス
ペ
ー
ス
の

確
保

避
難
所
で
は
、
避
難
者
同
士
の

間
隔
を
で
き
る
だ
け
２
㍍
（
最

低
で
も
１
㍍
）
空
け
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
密
閉
・
密
集
・
密

接
の
３
密
を
避
け
、
定
期
的
な

換
気
を
行
う
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　災害が発生したとき、または発生する恐れがあると感じたときは、早め

に通報しましょう。
災害報告には期限があります

こんなとき（状況） 機関名 電話番号

地すべり、崖
がけ

崩れ、道路の
破損、河川の増水など
※県道、県河川については、

伊万里土木事務所へ報告

伊万里市役所 ２３−２１１１

伊万里土木事
務所 ２３−４１５１

災害が発生したとき、けが
人や病人がでたとき 伊万里消防署 １１９　または

２３−２１１９

水道管の破裂などのとき 市上下水道部 ２３−５４００

停電などのとき
※波多津町を除く

九州電力送配
電株式会社
武雄配電事業所

０１２０−９８６−９３８
（コールセンター）
０１２０−４２６−３０５

（停電情報自動応答ダイヤル）

停電などのとき
※波多津町

九州電力送配
電株式会社
唐津配電事業所

０１２０−９８６−９３５
（コールセンター）
０１２０−４２６−３０５

（停電情報自動応答ダイヤル）

◆災害時における関係機関連絡先

災害の分類 期限の目安

道路・河川の
災害

約１週間以内

農地・農業用
施設の災害

約３週間以内

　大雨などで道路や河川、農地
などが被災したとき、市では国
や県からの補助金を受けて、復
旧工事を行っています。
　そのため市は国や県に、迅速に
災害報告を行う必要があります。

◆報告期限の目安

　報告が遅れると、復旧工事が
できなくなる場合があります。
被災を発見したら、すぐに区長
に報告してください。

もしものときは早めに通報をもしものときは早めに通報を

命
を
守
る
た
め
に
は

『
迷
わ
ず
避
難
』

避
難
の
選
択
肢
を
増
や
す

避
難
所
で
注
意
す
る
こ
と

４

7 2022.6広報伊万里




